
技術普及部技術普及課

ばれいしょ

メチオットを約�回使用で、Lから３Lが収量で��%増加しました

これらの試験事例は有効事例として紹介するものであって、施肥効果を保証するものではありません。

���倍（���mℓ/��a）で�回散布が推奨です

ばれいしょの収量増加に

◎メチオットを散布した試験は植物体の成長を健全に保ち収量が増加する傾向があります。
◎L以上のサイズが増加、またM以下のサイズが少なくなりました。

規格別収量 トータル収量

➀収量調査結果 ばれいしょ：製品重量（g）　澱原ばれいしょ：デンプン量（g）＝収量（g）×ライマン価（%）
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メチオット���倍 慣行
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トータル収量で
約��%増加

■平均増収率
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メチオット���倍 慣行

����

����

����

【S以下】

【M】

【L】

【�L】
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L～�Lサイズで
約��%で増収

➁加工用馬鈴薯　規格別調査結果

メチオットは写真からも増加が実感

試験概要
●試験地：帯広市川西
●品種：トヨシロ
●植え付け：����年�月�日
●試験区：���倍×�回茎葉散布
●散布日：�月��日、�月��日、�月�日
●調査：�月２７日に��株×�


